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出席者(学校） 校長・事務長・教頭・首席・各分掌長・各学年主任・各主担・初任者　合計（16）名

学校運営協議会議事録

府立八尾北高等学校

山下　尚亮

開催日時 令和5年11月15日（水）

開催場所 　府立八尾北高等学校　西館　１階　会議室

出席者(委員）
野口　幸一会長、山内　雅之副会長、福井　志朗委員、髙松　一仁委員

西巻　純子委員

議題等(次第順）
１．校長挨拶

２． 委員紹介、出席者紹介（運営委員会メンバー＋初任者4名)
※6限授業、当番、出張のため、北野t、大江t、小泉t、秋元t、祝t、
中前t、福永t、保田t欠席
※放課後、出張のため、北野t欠席

３． 事務局からの説明
（１） 本日の時程、配付資料の説明（教頭）

４．授業見学
（１）第１学年　現代の国語（山下）   …　４階１－１ＨＲ教室
（２）第１学年　保健（馬渕）※オアシス生徒対象 …　４階４Ｂ教室
（３）第２学年　情報デザイン講座（堀内、辻） …　３階ＬＡＮ教室
（４）第２学年　英語一般AR（福永）  …　３階２－２ＨＲ教室
（５）第３学年　アドバンス数学β（家迫）  …　２階３－４ＨＲ教室

協議内容・承認事項等（意見の概要）

高松委員
授業内でのchromebookの使用については、どうなっているか。

山下校長
今後は一人一台端末に慣れた生徒が入学してくるので、ポストコロナの時代を見据え、本校のひごろの授業内での活用方法を考え
ていきたい。

高松委員
本校の卒業生がいきいきと学んでいる姿を見ることができてうれしい。

西巻委員
授業参観は高校ではあまりないので貴重であった。

野口委員　まとめ
大学でも、プレゼンテーションソフトの操作が苦手な学生がいる。
ただICT機器は目的ではなく手段。　適度な負荷をかけながら、進めたらよい。

１．校長挨拶
この間の学校の動きについて
先日は文化祭を実施し、コロナ渦以前のかたちに戻すことができつつある。また、教員の働き方改革にかかわって、７
月26日から毎週水曜日を全校一斉定時退庁日に設定している。４月からの電話の自動音声対応とあわせ、今後も取り
組みを進めていきたい。

２．協議
（１） 令和６年度教科書選定に関して
教頭より説明
今年度より学習指導要領が３学年そろって新しくなった。国語については、２年次から文学国語、古典探究といった専
門的な内容を学習する授業となっている。これらの教科書の選定にあたっては、生徒同士の活動を多く含んでいる会社
の教科書を選定したと担当者から聞いている。

（２）授業見学の意見・感想
山内委員
スクリーン、プロジェクター等のＩＣＴ機器を適切に使用しており、生徒たちが視覚的にも理解しやすくてよい。情報デザ
インの授業を参観していると、ＩＣＴ機器への投資が有効に利用されていると感じる。外国にルーツのある生徒の授業で
は、板書やプリントにふりがながふってあり、よい支援ができている。

福井委員
高校の授業のイメージがわかった。自分が高校生の頃と違い、さまざまな面が多様化している。障がいのある生徒も、
地域の高校へ進学という選択肢もあるのだなぁ、と感じた。

高松委員
やさしい日本語について、校内ではどのように研修をしていますか。

日本語指導が必要な生徒担当
年度当初の新転任者研修、人権研修等で行っている。例えば、理科の授業では専門用語を生徒に身近なことばで言い
換え、図や表を使用して支援を行っている。

傍聴者 なし

協議資料
学校運営協議会次第

備考



日時

会場

３．前回（6月）以降の学校の動きについて報告
（１）文化祭について（西口）
・4年ぶりにA模擬店（食品）を含む内容で開催できた。模擬店は校舎外にテントを立てて実施した。A模擬店は2日目のみであったの
で、回り切れなかった来場者もいた。
・文化祭のテーマにのっとり、ルールを守りながら、メリハリをもって楽しむ姿が見られた。
・文化祭の様子は学校HPにも掲載している。

（２）3年進路状況について（祝）
・今年度1人2社制の活用者は出なかった。生徒にとっては、この制度の良さはあまり感じられなかったようである。
・今年度の1次採用率は、少し厳しかった。人気の企業に、多くの受験者が集中した。
・2次採用に向かう生徒もおり、ただいま指導を行っている状況。

・進学については、総合型選抜・推薦、指定校推薦などの活用が多い。話す力・活用する力を生かしていきたいという生徒が多い。
公募推薦が始まり出している。
・面接や小論文・教科指導が、教員の学年・分掌を問わず、行われている状況。八尾北らしい個別指導ではあるが、各教員の拘束
時間や効率性などが問題となっている。

次回の会議日程

１/３１(水)１５：３０〜１７：００

　府立八尾北高等学校　西館　１階　会議室

野口委員より
・違反質問の指導は今でも行われているか？
→行われている。生徒全員に向けてと就職のみの生徒の2段階に分けて行っている（祝）
・年内受験と一般受験の割合は？
→周りがどんどん決まっていくのが生徒にとってプレッシャー。　年内にいろいろな受験方法を活用して受かりたいというのが思い。
（祝）

髙松委員
・29人という数字は例年通りか。
→例年通りである。（祝）
・落ちた6人は次どうするのか。
→人それぞれ。進路自体を考え直す生徒もいる。（祝）
野口委員
・文化祭で、A模擬店の数に制限はあったか。
→制限した。文化部やクラスから募集（3年生優先）した。（西口）


